
1
7
.

W

iJh
E
l
mi
.
T
.
1
9

0
i･
B
e
it
r
茸

e

Z
u
r

I
(
e
n
n
t
n
is

d
e
r

V

e
r
b
r
e
it
u
n
g

l
n
d

B
io
]o
gi

e

d
c
r

S
･t･･･
s
mw
a
s
s
e
r
t
r
lC
h

d
e
U
･
(
Z
o
o
l
･

A
n
z
.,

B
d.
2
7
)
.

1
8

W

ii
h
e
lm

L

J
.

1
9
2
2
.
B

e
it
r
茸

e

z
u

r
O
e
k
o
l
o
g
1
e

u
n
d

g
e
o
g･r
a
p
h
lF
C
h
e
n

V
e
r
b

r
e
i
tu
n
g

v
o
n
P

t
a
l
L
e
r
i
a

(
A
r
c
h
iv
i
H

y
d
r
o
b
io
l
･,

B
d
･
L
a

〕
･

1
9
.

Z

s

c
h
o
k
k
e
.
F
.
1
9
0
1
.
D

ie
T

i
e
r
w

e
】t

d
e
r

S
c
h
w

e
iZ

in

i
h
r
e
n

B

e
Z
ie
h
u
n
g
e
n

Z
u
T

E

is
2
相
it
･
B

a
s
e
]
･
1
9
0
1
･

上
音
｡
王
朝
時
代
に
放
け
る
東
海
道
交
通
路

津

田

秀

g
o
T
w

e
e
p

h
a
la
･

那

こ

こ

に
述
べ
ん
と
す
る
氷
掘
杜
の
交
独
仏
は
筏
世
に

い
ふ
と

こ
ろ
の

非
猫

泊

州
ち
･:=i
郷
か
ら
塑

加
に
売
る
衣
的
路

の
上
竹
岬
代
及
び
註
朝
時

代
に
於
け
る
挺
姥

の
継
親
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
'
氷
職
氾
十
北
川
蛸
に

覚
る
交
油
=.TL_州
で
は
Ll
い
｡

｢

上

古

時

代

こ
の
時
代
は
我

が
問
題
国

の
初
韮
時
代
で
あ
っ
ノL
､

歴
代
の
帝
都
は
何
れ
も
大
利
に
限
ら
れ
､
大
和
は
我
が

間
の
政
治
｡絹
酒
｡
文
化
の
中
心
む
な
し
で
わ
た
｡
醐
武

天
嘉
が
大
利
h
l邦
と
集
め
ら
れ
て
以
架
rJ
の
地
を
中
心

と
し
て
西
方
､
東
方
或
は
北
方
ほ
と
各
方
面
に
島
戒
に

脱
し
な

い
士
族
と
7P
む
平
定
せ
ら
れ
.
柘
柿
縮
懲
せ
ら

J
i
B
王
朝

柑
代
に
於

け
る
H
m
導

父
出
払

れ
克
0
乙
の
建
囲
常
初
に
あ
つ

ては
､
陸
上
に
於
け
る

交
通
路
と
も

い
ふ
べ
き
も
の
は

'完
全
を
期
す
る
乙
と

は
粗
氷
ず
､
た
だ
甜

士
族
の
往
還
の
用
に
州
ひ
た
も
の

付
の
不
完
全
極
る
7G
の
で
あ
つ
た
に
過
ぎ
な

い
.
山
間

或
は
渥
蓮
ほ
､
渓
谷
或
は
素
地
の
遠
縁
に
沼
う
位
の
も

の
p
現
今
泥
両
に
み
る
拭
失
政
は
猟
師
の
通
ふ
小
種
碑

も
な
く
､
渡
る
に
棟
も
な
け
れ
ば
舶
7P
な
か
っ
た
｡

,J
机
に
反
し
据
上
の
交
通
は
行
-
ほ
何
等
の
障
薯
物

も
な
く
､
何
曲
は
目
的
地
は
到
達
し
得
る
た
め
p
最
も

早
-
.
か
つ
戯
-
利
用
さ
れ
て
ゐ
誓

J
と
は
'
榊
武
天

二光

.I::
加



地

球

節
十
五
容

豊
の
東
征

ほ
て
も
明
で
あ
る
｡

乙
の
時
代
に
あ
つ
で
は
'
大
和
か
ら
両
方
諸
岡
遊
び

に
朝
鮮
と
の
交
渉
が
多
か
つ
ね
た
め
､
大
和
以
来
の
諮

問
の
柘
植
締
菅
は
徴
々
た
る
も
の
で
､
士
族
の
巾
に
は

患
威
ほ
服
し
夜

い
も
の
が
多
か
っ
た
o

和
式
天
皇
の
御
代
に
天
密
命
は
勅
命
恕
奉
じ
て
､
四

イ
ン
べ

閥
阿
波
の
殖
邦
の
人
々
を
率
わ
で
架
閲
へ
行
き
､
そ
乙

カ
ヂ

に
庇
と
穀

の

未
を
播
植
1TJ
せ
カ
｡

rJ
の
地
が

今
の
千
韮

願
安
原
閥
で
あ
る
(古
語
拾
導

｡
こ

れが
東
関
綬
菅
の
最

初
で
あ
る
が
､
敢
部
氏
の
通
過
し
花
道
途
即
ち
交
通
路

は
つ
い
て
は
､
何
等
文
献
の
見
る
べ
き
も
の
が
を

い
｡

し
か
し
､
そ
の
後
引
補

い
で
東
方
諸

岡
の
総
督
に
留
意

せ
ら
れ
､
華

北
天
皇
五
十
七
年
十

一
月
(
凶
九
三
年
)
に

初
め
て
兼
渥
道
が
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡

崇
紳
天
皇
の
十
年
即
鞘
四
道
掴
軍
を
派
適
し
て
'
諸

岡
の
畠
威
ほ
服
し
な

い
士
族
を
鎮
定
せ
し
め
ら
れ
た
｡

武
汚
川
別
命
は
勅
命
に
ょ
つ
て
東
方
十
二
道
､
今
の
東

海
兼
山
桐
逆
の
地
を
鎮
定
せ
ら
れ
た
｡
乙
の
四
速
賂
軍

の
赴
か
れ
た
順
路
も
文
献
な
き
た
め
､
詳
細
を
知
る
乙

と
が
出
水
覆

い
が
I
N
rSaて
ら
舟
の
子
々
孫
々
が
譜
閥
に

節
凹
雄

二
八
〇

三
六

永
-
残
っ
て
各
地
万
難
薯
の
任
に
皆
ら
れ
カ
の
を
見
れ

ば
'ほ
ぼ
そ
の
道
盆
も
推
察
す
る
に
難
-
老

い
｡東
海
賂

罪
で
あ
っ
た
武
将
州
別
命
の
子
孫
は
近
江
の
佐
々
丑
山

潜
'
駿
河
の
阿
部
臣
で
何
れ
も
子
野
水
-
こ
れ
ら
の
地

を
柘
植
経
営
せ
ら
れ
た
｡
阿
部
臣
の
旗
は
取
に
分
れ
て

陸
奥
臣
･安
積
臣
･信
夫
臣
･柴
悶
駐
･愈
緋
駐
･桜
島
臣
･

磐
城
臣
と
在
っ
た
｡
rJ
れ
に
.よ
-
rJ
れ
を
推
察
す
る
ほ

武
梓
川
別
命
は
勅
命
&
.奉
じ
て
大
仰
か
ら
陸
蹄
淀
江

･

美
汲
･尾
張
･駿
河
を
雀
で
莱
方
に
赴
か
れ
た
｡
か
-
し

て
四
道
豚
軍
派
遣
の
た
め
蝦
夷
化
外
の
民
7?
亀
威
に
服

す
る
に
至
-
､
天
皇
は
亀
子
獣
城
命
を
下
野
閥
に
連
は

し
て
綬
督
せ
し
め
ら
れ
た
｡

景
行
天
皇
は
武
内
宿
棚
を
北
陸
､
東
方
諸
掛
に
速
は

し
て
､
そ
の
地
形

･
官
姓
の
消
息
を
巡
純
せ
し
め
ら
れ

た
｡
9
<
た
四
十
年
(
七
七
〇
年
)
に
は
円
本
武
舎
を
し
て

東
陶
の
蝦
糞
を
鎮
定
せ
し
め
ら
れ
た
｡
食
は
勅
命
を
奉

ヒ
シ
J1

じ
て
督
時
の
都
､
日

代

ノ
寓
を
御
出
立
に
在
り
､
陸
路

伊
勢
副
官

へ
､
更
に
尾
張
の
氷
上
相
に
至
-
､
乙
こ
け

て
前
稀
を
御
相
談
に
在
っ
て
東
軍
は
源
造
､
別
軍
は
川

渡
か
ら
東
方
に
御
進
み
に
在
っ
た

(晒
糾
抑
蛸
蛸
柑
舶
)
普



の
本
革

はほ
ぼ
今
の
弛
海
道
に
沿
う
て
東
方
に
向
は
れ

駿
河
の

焼
津

･
足
柄
を
越
え
ノ上
二
浦
の
走
水
を
渡
っ
て

上
組
は
上
陸
せ
ら
れ
'
後
海
路
=
高
見
問

へ
東
征
せ
ら

れ

わ
o

尊

は
締
途
伊
勢
野
鹿
野
に
て
弟
去
せ
ら
れ
'
貴
行
天

畠
は
乙
れ
を
深
-
塵
給
以
､
食
中
定
の
地
を
巡
察
せ
ん

と
せ
ら
れ
'
五
十
三
年
八
月
(
七
八
三
年
)
日
代
′耳
か

ら
堆
鶴
伊
勢
に
入
-
t
を
41
よ
-
東
海
に
入
-
十
月
上

･･,チ
ll

組
か
ら
安
原
の
水
門
を
和
睦
-
に
夜
-
､
十
二
月
伊
勢

カ
ム
ハ々
′
-ヤ

締

官

は

御

着
､
潜
-
御
滞
在
の
後
豊
年
九
月
大
和
に
御

速
串
に
夜
つ
カ
.

紡
i=･=
の
地
は
不
明
で
あ
る
が
'
現
今

の
鈴
鵬
郷
Lf
i=･Iか
､
貝
朔
那

大
利
･=3
炉
材
(?
)
或
は
縦
軸
粥
川
位
相

で
あ
ら
う
か
o

(古
如
拙
伴

吾
川
如
何
潜
他
省
節
約
山)

成

播

大

畠

の
和

代

に

今
の
志
摩
･上
組
･安
嬉

･
陸
奥

そ
の
他
の
舗
閥
に
､
肱
仁
天
蓋
の
御
代
に
は
下
線

･
常

陸
そ
の
他
の
囲
々
に
園
造
を
設
け
ら
れ
た
O
推
i;
天
曳

十
五
年
(
一
二
六
七
年
)
に
は
大
仁
鳥
臣
は
勅
命
を
準
じ

美
狼

･
信
濃
を
紅
で
道
奥
に
入
-
､
菓
奥
の
地
計
一通
っ

て
常
陸

･
武
減
か
ら
尾
張
に
掘
ら
れ
た
.

上
坊
･
託
潮
岬
代
に
於
け
る
湘
鵬
社
交
誠
略

か
く
の
如
く
崇
紳
天
皇
の
御
代
か
ら
は
､
東
関
と
大

和
と
の
間
に
は
交
渉
も
舶
普
頻
繁
に
な
っ
た
が
､
そ
の

詳
し

い
交
通
路
に
つ
い
て
は
文
献
に
乏
し
-
詳
刺
を
知

る
rJ
と
が
出
水
な

い
｡
ね
だ
日
本
武
舎

の
東
征
に
ょ
つ

て
大
和
か
ら
上
組
に
至
る
道
蓮
を
知
る
ほ
過
ぎ
を

い
｡

rJ
の
道
途
こ
そ
東
海
道
交
通
路
の
文
献
に
見
る
最
初
の

も
の
で
あ
る
｡
乙
の
時
代
は
東
海
道
の
杵
藍
時
代
で
あ

っ
て
､
交
通
路
は
化
外
の
民
の
征
服
即
ち
軍
都
道
路
と

も

5'
ふ
べ
き
で
､
河
川
に
は
橋
梁
も
老
け
れ
ば
渡
船
も

を
-
'
宿
す
る
に
輝
も
な
-
､
乗
る
に
馬
も
夜
-
'

一

般
庶
民
の
旗
に
は
極
め
て
困
難
不
便
の
も
の
で
あ
っ
た

柿
は
班

榊
1大
塊
の
御
代
に
初

め
て
作
ら
れ

た
も
の
で
(日
本
番
紀
)

大
利
及
び
そ
の
近
傍
に
は
そ
の
思
姥
に
俗
し
た
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も

郷
を
勝
れ
た
湘
鵬
t.=)
地
廿
で
は
そ
の
児
=-ET
に
浴
し
た
か
香
か
は
旋
川

で
あ
る
｡

交

通

路

未
婚
道
交
通
の
輯
藍
時
代
で
､
そ
の
道
途

は
大
和
か
ら
伊
賀
･伊
勢
に
仕t
で
､
尾
張
･駿
河
か
ら
足

柄
を
越
え
相
模
に
出
た
.
相
模
か
ら
は
浦
賀
水
道
を
渡

っ
て
上
紙
に
上
陸
し
た
.
ま
た

一
方
陸
路
破
戒
･常
陸
･

下
線
に
も
至
っ
カ
で
あ
ら
う
が
そ
の
評
知

は

明

で
夜

二八
7

三
七



打

｣
:S

笹

5,0

二
､
王

湖

時

代

rJ
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
朝
廷
に
あ

っ
て
は
､
京
渥

諮
問
の
揮
菅
に
漸
次
留
意
せ
ら
れ
る
や
う
ほ
な
ら
'
束

溢
道
の
利
州
も
日
は
塘
し
繁
-
衣
-
'
交
油
路
と
し
て

漸
次
聴
蓮
の
機
運
は
向
つ
ね
｡

坪
路
の
制
定

孝
標
天
虫

の
御
代
に
始
め
て
役
掲

･

役
米
の
刷
が
設
け
ら
れ
た
｡
即
ち
大
化
元
咋
八
月

(
一

三
〇
五
年
)
東
関
の
閉
司

と
鞘
し
て
､

ク
ニ

以

㌔公
報
T社
凍
之
時
､
柑
レ崎

三部
西

之
lg?
;
柑
レ
#
.山部

内

之
飯
‥
と
謂
ru
れ
た
｡

史
に
貿
年

初
修
論

師
.'
軍

歌
内
研
司
抑
司
'
硯
姓
斥
候
防
人
､

輝
鵜

･
体
帰
‥
放

置
飴
契
元

日面

河
7
凡
鈴
n

騨
掲
･

俸
掲
;
皆
依
二鈴
節
勉
放
7
と
詔

ruれ
た
｡

大
化
改
新
以
前

に
も
騨
垢

は
あ

つ
ね
が
､
制
度
と
し

て
で
は
な
か
っ
た
.
か
-
の
女
-
大
化
改
新
に
ょ
-
騨

帰
の
制
度
が
定
め
ら
れ
ね
が
'
･
騨
馬

･
伸
馬
の
利
用
は

官
吏
の
公
用
の
み
に
限
ら
れ
､
庶
出
の
利
川
は
許
さ
れ

在
か
っ
た
O
irS
だ
官
死
と

S,
つ
て
も
公
川
以
外
の
私
川

節
糾
枕

元
二

三
八

に
あ
つ
て
は
､
そ
の
利
川
を
許
さ
れ
な

い
規
定
で
あ

っ

た
｡■
従

っ
て
官
吏
が
公
用
は
よ
ゎ
旅
行
す
る
場
合
に
は

鎗

･
官
解
を
賜
は
ゎ
､
そ
の
鈴
の
魁
数
に
腰
じ
て
曙
馬

せ
ね
は
俸
馬
に
乗
1,㌔

鈴
を
振
っ
て
遠
路
む
施
し
た
｡

鈴
の
此
奴
､
佐
川
の
馬
数
は
位
階
に
よ
っ
て
夫
々
興

っ

て
ゐ
た
｡
乙
の
他
聞
家
忠
州
の
場
合
に
は
飛
騨
即
ち
早

馬
の
制
が
あ
-
､
夫
々
騨
掲

･
種
馬

を
利
川
し
た
｡

か
く
騨
路
の
制
の
賓
地
と
北
ハほ
大

い
に
王
朝
時
代
の

交
通
政
録
は
面
目
を

一
新
し
た
が
､
乾
に
文
武
天
鬼

の

大
祭
年
間
に
至
♭
輝
路
の
制
は
殆
ど
盤
ふ
に
至
っ
た
｡

rJ
の
時
に
室
っ
て
初
め
て
郵
亭
輝
を
あ
い
て
事
信
を
通

じ
､
旅
客
の
不
便
･JV
憂
ひ
て
栗

･
米
を
路
傍
ほ
て
褒
ら

し
め
'
旅
行
は
甚
だ
便
利
と
在

っ
た
｡
ま
ね
同
天
皇
四

年
砂
門
遺
昭
は
諸
桝
を
偏
推
し
て
橋
を
き
河
川
に
は
柿

を
作

っ
た
-
或
は
渡
船
を
設
け
'
庶
民

波
川
の
健
を
問

っ
た
○
乙
れ
ら
騨
路
の
制
も
元
正
天
皇
養
老
年
間
は
至
っ
て

殆
ど
完
備
の
域
に
ま
で
逢
し
た
｡
党
崎
は
大
路

･中
略
･

小
路
の
三
等
に
匿
介
さ
れ
た
｡
大
路
と
は
京

か

ら

筑

前
太
宰
府
に
来
る
山
陽
道
､
中
略
と
は
裏
梅
逆

･
束
･:-



追
,
小
路
と
は
各
蛸
の
開
府
に
薫
る
道
路
で
あ
る
｡
里

稀
は
唐
制
は
倣

っ
て
五
八
を

一
%
.
三
〇
〇
歩
を

一
里

(
六
町
)
と
し
､
三
十
足
痕
に

一
輝
を
A

い
ね
｡
大
路
の

輝
に
は
騨
馬
二
十
ti
l'
申
路
の
輝
に
は
騨
馬
十
ud
P
小

路
の
輝
に
は
騨
掲
五
･g
lを
棚

へ
'
河
岸

･
折
返
に
は
水

曜
を
ふ
き
､
舶
二
乃
至
四
壁
を
僻

へ
聴
丁
(
波
子
)が
あ

っ
て
官
吏
腰
紐
の
位
を
間
つ
ね
｡

そ
の
後
､
桓
武
天
皇
延
暦
廿
年
(
l
四
六

一
年
)
に
講

図
の
碍
家
の
破
損
し
て
ゐ
る
.も
の
を
修
排
し
'
水
曜
に

橋
梁
の
破
損
せ
る
も
け
弦
は
披
胎
の
覆

い
も
の
は
､
rJ

n
を
修
排
し
或
は
搾
踏
む
設
け
譜
枠
の
舟
鴇
の
硬
を
周

ら

れ

た
O
し
か
し
騨
路
の
制
の
設
け
ら
れ
て
か
ら
長
年

月
を
粧
､
法
令
は
漸
次
弛
緩
し
て
悪
弊
を
錐
じ
､官
吏
は

従
に
騨
･鵬
を
利
川
し
宜
敗
を
浪
費
し
'
人
民
は
rJ
n
が

LJ
め
甚
だ
し
く
疲
弊
す
る
に
室
っ
ね
か
ら
'
終
に
諸
岡

の
騨
路
の
刷
れ
磨
止
さ
れ
､
我
が
交
池
政
策
上
に

1.
頓

坐
を
水
た
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
之
が
た
め
東
西
の
交
通

は
甚
だ
不
便
を
戚
ず
る
や
う
に
夜
つ
た
が
'
そ
の
間
の

交
渉
は
日
に
増
し
頻
繁
と
を
-
､
輝
路
の
1--叫
の
蔑
活
は

常
人
の
等
し
-
渇
望
す
る
所
で
あ
っ
た
｡
rJ
rJ
に
於
て

上

せ

Hi籾
時
代
に
於
け
る
北
粘
堕

父
泡
路

淳
和
犬
亀
天
長
十
年
(
l
四
九
1二
年
)
に
至
り
騨
制
も
復

活
せ
し
め
れ
ね
.(S
那
蛸
)を
し
て
武
減
の
多
摩
･
入
間
二

郡
に
悲
肘
桝
数
字
藍

誇

ら
れ
､
仁
桝
天
曳
永
和
二
年

六
月
(
蒜

九
五
年
)
に
富
士
川
(駿
河
)
･鮎
川
(
相
模
)
･

遊
侠
川
(
英
浪
)
,
馳
準

矢
作
二
川
(
三
河
)､
大
井
夫

寵
二
川
(
遠
江
)･
古
轡

佐
里

一川
(武
減
)
そ
の
他
に
浮

橋
&
.設
け
ら
れ
或
は
渡
船
を
増
加
rb
れ
'
潰
名
橋
は
改

造
さ
れ
た
○
そ
の
他
諸
図
に
騨
家
を
椅
設
ま
た
は
歴
止

に
在
っ
た
0
そ
の
後
･
醍
醐
天
皇
の
延
富
年
間
に
整

骨

格
式
が
撰
定
せ
ら
れ
､
騨
制
も
大
い
に
塞
ふ
に
至
っ
た
｡

整

式

に
ょ
る
航
海
渦
諮
隣

の
牒
制
を
示
す
と
次

の
や
う
で
あ
る

0

(
括
弧
内

の
故
事
は
鴨
故
)

伊

珍

問

騨

灼
=
鈴
禦
20
)､
河
州
･湘
明
･秘
禁
令
10
)'
市
村
･保
縞
･

仮
骨

(各
8
)

伸
鵬
=
瑚

明
･河

-;
･鈴
批
禁
令
5
)

志

摩

川

原
帖

=-
鴨
部
｡磯
部
(各
5
)

尾

張

凶

.

抑
鵬
=
'E?
沖
･内
村
(10
)

･

伸
摘
=
指
部
姦

和
祁
(
LD
)

天

三



m
u

n.1i

節
十

五
位

三

河

牌

肺
鵬
=
点
描

山
約
･光
津
(10
)

伸
.i?
=
耕
脳
p排
紙
那

〔5
)

泣

Zに

川

原
鵜
=
珊
曲
｡
班
揃

･閥
牌
〔引
麟
?
)
｡構

指
｡勧
(只
3
)

伸
鴨
=
輯
名
･数
鮒

g朝

日
｡伴
野
･接
収
那

(5)

駿

河

帥

僻
拭
=
小
川
｡粥
川
･
品
柵
･
鞘
似
｡.姪

<1=(10
)
'
桝
史
(
20
)

伴
侶
=
お
城
｡
滋
倍
･蘭
脱
エ

:･=
士
｡駿

河
邦
.%
耕
先
願
(5
)

中

城
)

川

邸
帖
=
水
市
｡河
口
･加
軒
〔
5

)

粕

椎

餌

駆

帖

=
坂

本
(
22
)
､
小
紙
｡紫
輪
･朝
川
〔1
)

伸
砧
=
足
柄
上
｡
僚
按
･
拭
雄
那
(5
)

武

減

図

解
鵬
=
川
俺
.
小
満
｡
大
井
｡==･i
砧
(10
)

停
描
=
和
紙
｡榊
樹
･
祥
城
.波
蝕
邪
(
5
)

受

取
:

州

駆
拭
=
山
拭
｡
川
上
(
5

)

上

組

餓

僻
絹
=
火
焔
｡脇
柿
｡
比
穴
〃
大
潮
(
iI?
)

伸
描
=
恥
上
｡
柴
陀
｡
用
離
･
大
胡
那
(
5
)

..i

1;

f

川

節
田
地

二八は

四
〇

肝
娼
=
非
上
(
10
)
拝
鳥
血
何
州
(
5
)､
粥

紳
･於
賦
〔10
)

倖
描
=-
鶴
弥
邦
(川
)
'
千

粥
･州
伯
(JJ3
)

常

陸

脚

ア

ゴ

邸

掲=
碑
林
(
5
)
､
安

供

(
2
)､
曾
欄
(
5

)

､
河
内
･
附
後
｡
小

E
8郷
跳
(
2
)

侍

帖
-河
内
郡
へ5
)

fJ
の
潜

時
に
あ
つ

て

は
騨
週
は
兵
部
省
の
砕
楯
に
屈

し
､
飛
騨
の
制
7g
設
け
ら
れ
騨
鈴

･
棒
材
頗
鈴
の
法
79

定
め
ら
れ
た
｡
甘
虹
は
普
夫
々
偉
階
は
魔
じ
て
鈴
魁
敗

騨
椙
の
使
用
数
も
祁
違
し
て
ゐ
た
｡

公
式
令
に
よ
る
併
給
｡伸
符
の
数
を
示
す
と
次
の
q･
う
で
あ
る
｡

刺
:x
:及

1
位

三
位

以

上

四

位

五

位

八

位

以

上

初

位

以

下

即
鈴
S_S
敏

1
0八六五三二

侍
狩
出
敬

三
〇
二
〇
繭

ニ

1
〇四三

別
に
膿
予

l
人
を
於
す
o

庶
民
の
施
行

上

述

の
加

-

騨
路
の
刷
は
太

い
は
盤

つ
ね
が
'
輝
馬

｡
倖
馬
の
使
用
は
79
と
よ
-
輝
家
は
宿

泊
す
る
は
甘
吏
公
用
の
時
は
の
み
眠
ら
れ
､
官
吏
の
私



用
､
一
般
席
操
に
は
そ
の
利
用
を
許
n
.爪
な
か
っ
た
｡
･

養
老
令
私
行
寄
泊
の
制
に
よ
る
と
､

｢
凡
を
五
偉
以

上
の
私
行
す
る
も
の
輝
に
投
じ
て
止
宿
せ
ん
と
欲
す
る

も
の
皆
こ
れ
h
f鵡
す
.
若
し
遅
速
の
地
及
び
村
里
な
き

所
は
初
偉
以
上
及
び
勅
位
も
亦
こ
れ
を
推
す
｡
北
ハに
棚

-
そ
の
供
給
を
受
-
る
を
得
ず
｣
と
｡
(

的
梢
柵
㌫

)

従
っ
て

一
般
席
民
の
旅
は
相
像
以
上
に
難
狼
で
'

何

れ
も
食
料

･
梅
見
を
携
帯
し
､
滑
る
に
宿
な
-
'
乗
る

に
革
掲
な
-
､
口
恭
れ
ば
露
宿
せ
ぬ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡

更
級
日
記
を
翻
讃
す
れ
ば
常
時
の
旅
行
が
如
何
は
困
難

在
も
の
で
あ
っ
た
か
十
分
に
想
像
す
る
rJ
と
が
出
来
る

定
紋
日
記
の

lL
節

施
な
ど
も
浮
き
ぬ
ば
か
-
に
雨
ふ
り
な
ど
す
れ
ば
､
お
そ
ろ
し
-
て

い
も
ね
ら
ず
､
野
中
に
を
か
だ
ち
L
I
る
仲
に
､
た
だ
水
ぞ
三
っ
た
て

る
O
そ
の
日
は
雨
に
ぬ
れ
た
る
拘
ど
も
ほ
し
､
蛸
に
た
ち

軸
-
れ
た

る
人

々
ま
つ
と
､
そ
こ
に
臼
を
-
ら
し
け
る
｡

ま
た

二
村
山
の
中
に
と
ま
り
た
る
夜
､

お
は
き
な
る
木
の
下

に
俺
を

つ
-

り
た
れ
ば
､
准
ひ
と
裾
帖
の
う
(
に
､
柿

の
終
ち
か
か
り
L
J
る
を
､

人
々
於
ひ
な
ど
ナ
O

上
甘

｡※
棚
仲
代
に
於
け
る
淡
泊
泊
変
成
紡

班
地
目
紙
は
今
よ
り
約
九
甘
叩
前

の
絞

7,
催
失

効
斑
仁
四
年
九
月
三

日
'
岬

の
上
組
介
幣
は
孝
概

の
加
が
､
父

の
任

満
ち
て
浦
に
上
る
岬

の
紀
行
文
で
あ
る
｡

萱

退
路

騨

制

が
定
め
ら
れ
て
以
埜

兄
和
と
東
海
諦

観
の
各
開
扉
と
の
交
通
は
日
に
樹
し
繁
-
冴
-
'
河
川

に
は
概
数

｡
梓
橋
又
は
渡
船
か
轟

け
ら
れ
'
道
路
は
改

修
さ
れ
'
大

い
に
両
日
を

一
新
し
た
｡
京
都
か
ら
武
減
･

下
線
の
開
府
に
至
る
ほ
は
鈴
鹿
ノ陶
を
越
え

る
よ
わ
は

平
易
を
不
破
ノ組
む
越
え
､
尾
張

･
駿
河
か
ら
足
柄
ノ銅

を
越
え
で
各
々
目
的
地
に
向
つ
た
｡
そ
の
常
時
に
於
け

る
各
岡
の
囲
府
と
京
都
J
J
の
間
の
行
程
聖
不
す
と
次
の

や
う
で
あ
る
｡

随
路
上

2
4
6
7
1l
l5
18
22
25
29
34
30
那
3

位
格
下

1
2
3
4
6
8
9･
11
13
13
15
17

15
1

陸
路
上

2
4
6
7
1l
l8
23
25
25
29
44
30
30
30

陸
路
下

1
2
3
4
6
9

11
13
13
15
17

15
15
15

勃
勢
牌
淑
河
河
東
弛
松
城
舟
給
紙
帖

仰
仰
志
昼

二
班
伊
叩
州
武
安
上
下
常

延

寄

式

代

部

令

柚
｡
天
元

和
名

抄

三
､

童
墾

父
通

路
の
単
産

大
和
･伊
勢
｡尾
張
間
の
交
通
路

伊
勢
岡
は
兼
海
道

諮
問
の
中
'
大
和
に
最
も
接
近
し
で
ゐ
た
た
め
'
廿
-

天

蕊

四
!.



地

球

範
十
先
傘

か
ら
交
渉
が
あ
っ
た
｡
し
か
し
､
そ
の
境
に
は
紀
伊
山

脈
に
風
す
る
=
ノ出
揃
(
〓
ハ
九
五
米
)
｡高
見
川

(
一
二

凹
九
)
な
ど

一
千
米
以
上
の
高
峰
が

肇
え
自
然
の
大
陸

晋
を
在
し
て
ゐ
る
わ
め
､
近
江

･
難
波
ほ
ど
に
は
交
渉

が
泥
-
夜
か
つ
ね
｡
従
っ
て
大
利

｡
伊
勢
間
の
交
通
路

も
そ
の
間
鞭
は
後
れ
ざ
る
を
程
夜
か
つ
ね
｡
雨
圃
間
の

祉
復
は
海
路
に
ょ
る
か
､
山
脈
む
推
断
す
る
か
､
ま
た

は
近
江
･伊
賀
｡美
濃
の
何
れ
か
の
囲
む
経
由
せ
れ
ば
な

ら
夜
か
つ
ね
｡

且
､
大
和
｡伊
勢
間
の
安
浦
路

術
岡
の
囲
境
は
連

互
す
る
紀
伊
山
脈
は
東
西
は
走
ら
'
紀
伊

｡
柳
田
夜
ど

の
縦
谷
が
泥
-
,J
汁
を
閉
粧
し
て
ゐ
る
｡
交
油
路
の
来

聴
幾
の
時
代
に
は
渓
谷
乙
を
は
自
然
の
交
通
路
で
rJ
れ

ほ
沿
う
が
最
も
普
通
で
あ
-
､
自
然
で
あ
っ
た
｡
大
和

方
面
の
住
民
は
青
野
川
の
縦
谷
に
滑
っ
て
東
漸
L
t
伊

勢
万
両
の
住
民
は
櫛
田
川
の
演
谷
に
糾
っ
て
西
漸
し
何

時
し
か
そ
の
間
の
分
水
邪
高
見
峠
を
越
え
て
相
通
ず
る

は
覚
っ
た
｡
こ
れ
が
後
世
の
伊
勢
術
淀
の
初
期
の
7?
の

で
あ
っ
た
｡

日
本
武
食
の
東
征
､
兼
行
天
島
の
伊
勢

へ

の
行
事
は
rJ

の遣
姪
は
よ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
せ
い
か

節

用

班

二条

四

二

望
'

伊
勢
細
密
か
ら
桑
名
ま
で

rJ
れ
よ
-
光
t
S
'

仁

天
忠
の
御
代
(
六
五
六
年
).ほ
倭
姻
命
は
大
和
か
ら
遠

-
近
江

｡
美
濃
た
迂
回
し
て
五
十
鈴
川
流
域
の
機
宜
は

御
用
で
ま
L
は
な
つ
Lj｡
(
日
本
蓄
紀
)

命
の
遣
途
･虹
.邦
家
す
る
に
､
潜
時
の
都
で
あ
っ
た
日

代
宮
htLJ御
出
資
に
な
り
'
近
江
の
坂
田
官

(長
演
の
近

-
か
)､
蓑
狼
の
伊
久
良
蛮
宮
(大
野
齢
)
'
尾
張
中
島
宮

を
緯
JJ
桑
名
野
代
宮
に
和
山
で
は
な
っ
た
O
rJ
乙
よ
り

北
勢
の
第
三
配
の
丘
陵
の
周
遊
は
滑
っ
て
鈴
舵
小
山
骨

(鵜
川
在
野
柑
)
は
､
鑑
に
南
折
し
て

一
志
藤
方
片
桶
宮

(
津
柿
春
藤
芳
村
)､
飯
野
の
高
宮
を
鍵
で
機
密

へ
御
着

に
な
っ
た
｡
日
本
武
舎
p
兼
行
天
皇
も
rJ
の
遣
盆
に
よ

ら
れ
た
も
の
ら
し
-
'
亀
山
･桑
京
間
は
天
武
｡聖
武
天

皇
も
御
勅
週
に
な
っ
た
｡
即
ち
亀
山
｡杖
街
坂
(
三
乗
郡

妻
女

)壷
明
を
裾
で
桑
名
に
至
る
(加
抑
紳
紀
)
間
は
後
世

の
東
海
道
と
殆
ど
同
じ
道
途
で
あ
っ
た
｡

3
､
大
和
･伊
賀
｡伊
勢
閏

大
利
か
ら
伊
勢
は
至
る

高
見
峠
越
は
山
谷
相
逼
-
'
車
馬
の
通
行
難
塩
で
あ
-

且
つ
尾
張
は
至
る
に
は
迂
遠
で
あ
っ
た
｡
従
っ
て
誠
に

伊
賀
題
が
行
は
れ
る
や
う
ほ
な
っ
た
0



天
武
天
負
は
元
年
青
野
に
刺
し
給
以
し
畔
､
近
江
の

桐
の
人
々
の
課
反
せ
る
を
閉
p
J給
ひ
｡

今
聞
近

江
′
朝
庭
之
匿
等
｡
馬

鹿

課
嶺

｡是
以
汝
筆

二

ユ
Jウ
づlカ
シ

人
感

笹
爽
浪
禦

ぎ
安
八
膳
ノ郡
ノ

揚
陸
令
多
′
伍
｡仰
治
‥

軍

ポ
機
要
請

準
敢

闘
長
巾
情
緒
融

司
等
義

-東

漸
璽

悪
夢

不
破
道
義

今
磯
路
｡
(
是

鱒
紀
)
と
仰
せ
ら
れ
､

吉

野
か
ら
大
和
の
宇
陀
闘
犬
野
村
大
野
か
ら
宇
陀
川
の

演
谷
に
沿
う
て
伊
賀
の
名
張
に
'
そ
れ
か
ら
北
上
し
て

柘
槌
か
ら
加
太
越
む
し
で
鈴
鹿
に
和
田
で
に
在
っ
た
｡

,J
れ
ユ
-
亀
山
む
距
で
桑
名
に
御
車
に
な
っ
た
rL
と
は

前
述
の
や
う
で
あ
る
｡
か
-
大
和
か
ら
伊
賀
越
す
る
に

は
宇
陀
川
島

田
川
･鎗
此
川
演
谷
が
利
用
r
Jれ
た
の
で

あ
っ
た
.
都
が
大
和
か
ら
諒
都

へ
連
つ
y
彼
も
p
宇
陀
川

渓
谷
は
新
宮
郡
行
蹄
京
の
途
次
利
用

ruれ
て
ゐ
ね
｡
即

ち
今
の
伊
製
造
(
菅
山
峠
越
)
で
あ
る
｡
(仰
静
券
･:=･｡翁
桝
同

伊
肪
三

容
)

感
'
伊
勢
長

張
問

両
閥
の
境
に
は
大
骨
海

生
の

両

川
が
流
れ
'
幾
多
の
分
流
か
涼

し
､
土
地
卑
協
で
両

欄
間
の
交
通
は
容
易
で
は
な
か

つ
ね
｡
耐
7P
往
古
に
あ

っ
て
は
梅
陸
の
分
布
現
今
と
は
異
わ

｡
今の
多
庶
近
-

ー
･与

#

朋
時
代
に
於
け
る
淡
粘
泊
i父
池
路

ま
で
は
入
江
で
あ

っ
た
｡
さ
れ
ば
桑
名
か
ら
尾
張
に
至

る
に
は
､
を
の
北
方
の
尾
津
(
声
津
)
か
ら
尾
張
に
渡
る

か
､
ま
た
は
桑
名
か
ら
冊
で
渡
る
か
で
あ
っ
た
｡
倭
鮒

命
の
和
通
過
は
中
島
宮
か
ら
尾
津
に
和
睦
わ
に
な

っ
た

の
で
な
か
ら
う
か
o
ま
た
日
本
番
紀
に

日
本
式
食
於
l是
植
野

病
身
霧

欄
起
之
過
払

尾
碇
‥

愛
不
大

宮
繁
雄

之
家
藤

移
か

勢
論

判
兎

津
憲

日
本

武
食
向
知

之
歳
｡
停
兎

津
洛
]
巾;進
食
｡

と
あ
-
,

上
市
時
代
に
は

尾
津が
尾
張

へ
渡
る
要
津
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
で
あ
る
｡
尾
津
か
ら
封
岸
の
津
島
に

渡
a
p
,J
乙
か
ら
入
江
の
北
蓮
に
沿
う
て
熱
田
に
至
っ

た
79
の
と
棺
ぜ
ら
れ
る
｡

嵯
峨
天
曳
弘
仁
三
年
五
月
二

四
七
二
年
)
｢
桑
名
那

0
0

榎
撫
曙
(
瑚
明
柑
?
)
か
ら
尾
根
に
建
す
る
水
路
相
棒
馬

を
聞
き
､
常
は
慧

貰

致
す
｡
諌
ふ
rJ
;
を
停
磨
せ
ん

乃
之
を
許
す
L
(剃
諾

火
)
に
よ
る
も
王
朝
時
代
に
は
既

は
桑
名
か
ら
尾
張

へ
渡
る
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
と
〓
心
は

れ
る
O

琵

l
･
塊
水

の
t1
津
附
虹
が
お
･.33
で
あ

っ
た
こ
と
は
､

こ
の
附
近
に

散

れ
す
る
月
賦

の
分
和
で
朋
で
あ
る
0
両
か
も
こ
の
附
妃
の
月
賦
は

二
八
山

川
二



仙

棚
:I

約
十
hJ
懸

大
西
代
に
よ
る
に
新
し

い
も
の
ば
か
り
で
'
大
出
川
村
朗
媒
月
収
は

宙
研
畔
代
'串
映
,仰
妙
閥
拙
虻
の
柵
井
月
拭
は
和
史
呼
代
の
も
の
で

･
,:.･･.
.:I.:I-･:.:.･･,..
I.:
I::I.:
㍗

:I
.i
...
.:
.

2
､

侶

舶
沖

洲

町

南
の公
紺

の

ほ
と
り
'
阿
故
事
ノ
浦

も
'
廿

は
粘
過

で
あ
っ
た
や
う
で
あ
■｣･ヽ
._
.L
A_
･,
I

H.日日

へ

里

.+.I'::.I..:
)

3
'
紳
曲
池
は
桑
令
よ
り
'
尾

瀬

維

偽

に
'hJj
る
介
蹄
の
川
な
り
'津
偽
よ

オ
リ
り

り
､
下

津

に
発
け
､
靴
箱

(
川
る
O
鬼
i;
の
放
縦
泊
な
り
｡
申
i;
秦

令
よ
り
虹
も
に
熱
‖
(
池
淋
し
'
叉
鋼
関
を
作

用
(
越
え
'
津
枯
醜

名
亡
ぶ
｡
穂
川
仲
代
に
は

こ
れ
を
佐
位
租
り
と
揃
し
た
｡

(
三
的
地

租
)

山
城

･
尾
張
間
の
交
通
路

且
.
山
城
･近
江
･伊
勢
を
癌

で
尾
張
は
至
る
交
通
路

は
.
都
が
大
和
か
ら
近
江
ま
た
は
京
都

へ
選
る
ほ
及
ん

で
都
か
ら
伊
勢

へ
の
交
通
路
も
白
ら
婁
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
.
京
都
か
ら
近
江
へ
は
山
科
･追
分
か
ら
逢
坂
′

踊
む
経
た
の
で
あ
っ
カ
｡
近
江
か
ら
伊
勢
に
至
る
最
知

距
酢
は
鈴
鹿
山
脈
横
断
で
あ
っ
た
｡
横
断
す
る
に
は
rJ

の
山
脈
か
ら
磯
源
す
る
河
川
の
演
谷
は
沿
う
が
政
も
自

然
で
あ
-
､
容
易
で
あ
っ
た
｡
野
洲
川

･
鈴
鹿
川
の
撰

谷
を
利
用
し
た
鈴
鹿
越
79
そ
の

一
で
あ
る
｡

野
洲
川

｡
鈴
鹿
川
の
源
は
何
れ
も
二
分
し
て
お
る
允

約
四
雄

六
八

四
四

め
､
そ
の
渓
谷
む
利
川
し
て
鈴
鹿
越
を
す
る
に
は
二
通

-
あ
る
｡
即
ち
現
今
の
草
津
線
に
沿
う
て
加
太
越
し
て

鈴
鹿
は
出
る
か
､
･ま
ね
今
の
鈴
塩
崎
を
越
え
る
か
で
あ

っ
た
｡前
者
は
近
江
叩
賀
郡
油
=
村
か
ら
柘
櫓
に
出
で
(

ラ々
T･

油
日
越
ま
た
は
介
雁
路
と

い
ふ
)
'
そ
れ
か
ら
加
太
かLJ

;

越
え
た
｡
rJ
机
が
往
古
の
兼
府
道
で
あ
っ
た
が
'
加

太

越
は
山
迫
-
谷
峨
-
.
人
馬
の
社
魂
に
不
便
で
あ
っ
た

た
め
､
光
孝
天
皇
仁
和
二
年
(
一
五
川
六
年
)
に
鈴
鹿
の

三

新
道
が
開
か
れ
､
鈴
此
紬
も
移
動
し
た
の
で
あ
る
｡
爾

空

尉
都
か
ら
伊
勢

へ
は
主
と
し
て
本
道
む
利
用
し
た
も

ド

の
で
､
館
宮
の
下
る
時
も
乙
の
遺
ほ
よ
っ
に
｡
加
太
題

鈴
鹿
越
何
れ
に
し
て
も
fJ
こ
よ
か
亀
山
に
至
む
.
桑
名

を
露
で
尾
張
は
渡
っ
た
道
途

は
既
越
の
や
う
で
あ
る
.

証

11
日
本
軍
如
｡
榊
初
山
･語
命
武
内
街

榊
'
喋
怒

'
熊
..iit
祈
棚

迫
之
'
追
越
チ
接
収
以
破
'
故
批
非
鹿
捻
出
也
o
と
あ
る
を
見

れ
ば

漁
火
は
古
-
よ
り
知
ら
れ
て
は
ゐ
た
が
､
棚

の
放
か
れ
L
L
の
は

肌
で

な

い
.
日
本
紀
略
｡
延
伸
十
四
年
(
桝
武
夫
虫
)
.
艇
=
州
出
潮

.
iZ
よ

れ
ば
'

こ
れ
よ
り
以
前
に
砕
か
れ
た
こ
と
は
明
で
あ
る
D
孜
､
文
徳

光
か
大
軍

冗
年
に
町
び
碓
放
さ
れ
た
O

こ
､
加
太
越
は
大
耗
大
畠

の
御
代
に
開
か
れ
た
こ
と
は
批
逃
し
た
｡
そ

の
常
時
は
こ
の
附
沖洲.Tも
鈴
化
成
と

い
っ
た
｡
天
北
大
L.L'の
1
兆
鈴
此
｣



と
は
こ
の
加
太
鵜
で
あ
る
O
(台

目
悼
i:対
地
名
節
諮
)

三
'
杜
甘
鈴
加
悦
は
変
数

･
不
破
と
北
に
三
関
と
榊
せ
ら
れ
た
｡

こ
れ

等
の
岬
は
光
師
を
･守
る
繁
雑
の
地
で
､
各
帆
を
耽
か
れ
た
の
で
あ
る

が
､
鈴
地
組

の
設
粧
さ
れ
た
超
脱
は
評
で
な

い
0
日
本
紀
略
に

｢
桓

武
夫
出
廷
僻
八
咋
七
月
;I
斑
勅
伊
野
｡
英
浪
･越
前
等
閣
僚
倒
し
を
見

れ
ば
こ
れ
よ
り
以
前
に
設
躍
き
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

凹
'
延
右
肺
解
式
に

｢
凡
峨
宮
帝
､
近
江
閥
肺
｡
;-
斑
･

銀
水
｡
仰
妙
囲

紛
伽
(
放
下
)
義

悲
組
五
桝
云
々
L
と
あ
り
､
鮮
宵
は

鈴
雄
を
越
え
た

eq､
近
江
･莫

濃
虎
狼

間

の
交

通
路

山
城
･近
江

か
ら
尾
張
に
至
る
ほ
は
前
述
の
伊
勢
路
に
ょ
る
か
'
食

わ
は
美
濃
路
を
据
な
け
れ
ば
写
ら
な
か
っ
た
｡
伊
勢
路

≠

は
美
波
路
に
此
し
相
近
-
は
あ
っ
た
が
､
鈴
鹿
越
ま
た

は
加
太
越
の
何
れ
ほ
し
.tJ
も
険
阻
で
人
馬
の
社
氷
に
は

不
通
常
で
あ
っ
た
た
め
､
美
濃
路
は
上
古
･王
朝
･鎌
倉

時
代
む
通
じ
利
用
政
も
盛
で
あ
っ
た
｡
そ
の
道
絵
は
所

謂
美
濃
路
と
殆
ど
等
し
-
'
草
津
か
ら
東
海
道
と
分
れ

中
山
道
に
よ
-
不
破
′的
を
越
え
た
｡

不
破
越
は
天
武
天
史
紀
に
｢
琴
t不
破
.J
と
あ
る
に
よ

み
乙
の
時
代
以
前
に
開
か
れ
た
乙
と
は
明
で
あ
る
｡
近

江
か
ら
美
濃

へ
は
倭
姉
命
に
よ
み
､
熱
旧
か
ら
伊
吹

へ

1
･:古

｡
H
i湖
畔
代
に
於
け
る
粧
脂
泣
交
油
路

は
日
本
式
恩
に
ょ
-,l
開
か
れ
た
｡
閥
雑
費
武
天
畠
を
始

め
ポ
横
越
は
盛
に
利
用
さ
れ
た
｡
定
紋
日
記

･
十
六
夜

日
記
に
も
よ
-
伺
は
れ
る
｡

綻

1
'
近
江
鵬
地
漆
略
怨
四
に

｢
後
世
の
米
梅
迫
に
比
し
､
軍
神
か

ら
闘
ケ
揃
を
池
っ
て
熟
川
に
至
る
を
弟
淡
路
と
糾
し
'
八
取
捌
町
は

滋
で
あ
っ
た
｡

二
､
究
鑑
に

｢
元
久
光
舛
四
月
二
十

.i
日
'
武
威
中
朝
政
飛
脚
到
蔚
t.

巾
云
去
月
二
十
二
日
里

加
,
変
伊
勢
平
氏
呼
､
光
鈴
血
糊
桝
'
索
険

阻
之
際
,
縦
柵
千
蓬
合
職
､
人
絹
倣
雛
迎
之
'
弛
英
紙
閉
､
同
二
十

七
日
｢
入
仰
紗
的
㌔

と
あ
る
如
-
､
山
城
か
ら
仰
静
に
売
る
に
も
'

美
浪
曲
は
版
々
利

用

さ
れ
て
ゐ
た
.
僚
船
命

･
舛
武
夫
払
す
べ
て
こ

の
沼
に
よ
ら
れ
た
｡

相

模

･駿

河

国

書

退
路

相
模
･駿
河
は
上
菅
時
代
に

あ
っ
ttJ
は
'
そ
の
間
別
を
-
等
し
-
相
模
周
と
呼
ば
れ

て
ゐ
た
｡
両
者
は
閲
別
r
,れ
る
ほ
至
っ
た
の
は
そ
れ
以

後
の
乙
と
で
あ
る
｡
雨
間
境
に
は
富
士
火
山
碑
が
横
は

-
p
愛
鷹

｡
箱
根
等
の
火
山
が
襲
え
､
交
通
を
阻
嘗
し

て
ゐ
る
｡
先
づ
初
め
に
開
か
れ
AJ
の
は
足
柄
越
で
'
田

本
武
食
の
東
征
が
文
献
に
表
は
れ
だ
初
め
で
あ
る
富
雄

氾
)
｡

爾
来
東
西
交
通
の
要
路
と
な
っ
て
ゐ
た
が
､
檀

武
天
畠
の
延
摩
二
十

一
年
五
月
(
一
四
六
二
年
)
富
士
山

1.I(
九

四

五



地

球

綿

十

五

有

噴
火
し
て
そ
の
噴
出
物
の
た
め
足
柄
の
始
終
は
間
数
ru

れ
ね
｡
従
っ
て
新
は
笛
荷
(箱
根
)
の
新
道
が
開
か
れ
iJ｡

し
か
し
､
翌
年
先
月
ま
た
箱
状
賂
恕
磨
し
て
足
柄
の
哲

革
を
復
活
せ
し
め
ら
れ
LJ｡
か
-
し
て
足
柄
は
祁
び
兼

西
交
通
の
要
路
と
な
っ
た
(後
ilT
本
朝
紀
)
｡
け
れ
ど
も
箱

親
は
蚤
-
閉
塞
n
れ
乃
も
の
で
夜
-
.

足
柄
は
此
し
や

や
近
か
い
LJ
め
利
用
n
れ
ね
こ
と
も
少
-
な
っ
た
｡

註

足
柄
越

と
は
火
命

控
か
ら
地

赦
北
を
過

ぎ
て

'
足
柄

峠
を
庇
え
て

駿
河
の
竹
之
下
に
下
る
を

い
ふ
Q
微
北
に
柵
松
大
路

の
pH
か
れ
'
珊

根
柄
を
招
か
れ
た

の
は
､
後
水
用
失
点
天
和
田
中

(
二
二
七
四
咋
)

で
あ
る
O
新
開
も
紐

て
,Li1
れ
た
の
も
大
抵

と
の
切

の
こ
と
で
､
耐
水

こ
の
樽
は
束
弥
縫

の
甘
泣
と
な
り
､
足
柄
は
余
-
閃
砥
と
な
っ
た
｡

纏
括
要

す

る

に
上

古

時

代

は
東

海
道

交

通
路

の

絡

餅
肌

時
代
で
あ
っ
て
先
づ
大
和
か
ら
相
模
ま
で
開
か
れ
た
｡

そ
の
交
通
路
の
遣
絵
の
詳
細
は
文
献
は
乏
し
-
明
か
で

老

い
が
､
日
本
武
舎
の
東
征
に
よ
っ
で
開
か
れ
ね
と

い

っ
て
よ
い
｡
次
の
王
朝
時
代
は
兼
瓶
聾
父
通
路
の
澗
磯

の
初
期
で
.
京
都
か
ら
武
戴
｡下
線
｡常
陸
を
ど
東
海
諮

問
に
至
る
交
通
路
が
開
か
れ
た
｡
即
ち
大
化
改
新
.
大

署
律
令
､
妊
暦
､
延
苗
の
治
を
鍵
で
騨
路
の
制
度
が
定

碑
四
継

嘉
.〇

四
六

め
ら
れ
､

兼
海
道
は
申
路
に
踊
<
さ
れ
骨
道
と
し

て面

目
を

1
新
し
'
兼
閥
交
通
の
要
路
と
在
っ
た
｡
筏

､幕

府
が
鎌
倉
に
開
か
れ
る
や
う
に
な
っ
て
p
漸
次
改
修
ru

れ
'
蓬
に
徳
川
時
代
'
慶
長
七
年
(
二
二
六
二
年
)
に
は

修
築
ru
れ
.
京
輝
は
至
る
輝
樽
法
も
定
め
ら
れ
'
聴
輝

を
五
十
三
次
と
し
､
交
通
路
と
し
漸
次
完
備
L
t
現
今

に
至
っ
た
｡

そ
の
道
盆
は
上
古
時
代
に
あ
つ
て
は
､
大
和
か
ら
伊

賀
叉
は
伊
勢
を
過
ぎ
で
尾
張

･
祁
種
に
逢
し
た
｡
王
朝

時
代
に
は
山
城
か
ら
近
江
｡美
濃
･昆
張
を
鉾
で
相
模

･

武
減
に
超
し
た
｡
鎌
倉
時
代
ほ
は
主
と
し
て

乙の
交
通

路
に
ょ
つ
ね
が
､
徳
川
時
代
以
後
は
美
濃
路
の
代
ら
ほ

鈴
鹿
越
を
す
る
や
う
に
な
っ
た
｡

始
め
上
古
時
代
に
は
亀
威
ほ
旅
し
な

い
士
族
ど
も
を

鎮
魔
す
る
た
め
の
軍
用
道
路
と
し
一TJ
慣
値
が
あ
っ
た
｡

し
か
し
文
化
の
す
ゝ
A
だ
王
朝
時
代
に
は
こ
の
域
を
虚

し
'
政
治

･
躍
紳
上
審
婁
在
位
褐
HLJ占
ひ
る
は
至
っ
た

王
朝
時
代
以
後
､
幕
府
が
東
園
に
設
立
n
れ
る
や
う
に

な
つ
で
､
特
に
こ
の
戚
む
操
-
す
る
0


